
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　『子どもも大人もマジ本気！』のスローガンで小学　　恒例の『地域チャレンジ』で、城西祭りへの出店や 

　生主体の「生馬っ子まつり」「生馬行燈」を開催。令　 数多くの夏イベントを開催しました。「ドッジボール 

和３年からの継承をグレードアップしました。　　　　大会」「水遊び＆カレー販売」「人狼ゲーム」「お化け 

また、「清掃」「生馬っ子サバイバル」「サイクリング」 屋敷・綿菓子」「スーパーボールすくい・工作」教室」

など小中学生が地域を大いに盛り上げました。 　　　「射的」など、実践の数は群を抜いています！ 

 
 
　城北地区夏まつりで伝統の「一中生カレー」の他に　　これまで地区の中学生の実践がありませんでしたが、 

　「フランクフルト」「焼き鳥」の販売、文化祭では、　思い切って中学校にも宣伝に行って中学生の「やって 

「大学芋」「さつまいもプリン」「白玉入りぜんざい」 みたい！」を応援しました。４人の精鋭が「竹とうろ　 

を開発・販売し、どれも大好評でした！　　　　　　 う祭り」でスタンプラリー（５つのコーナー）を盛り上げま 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した！ 

12 月 14 日（日）に城西公民館の大集会室で上記の各地区で中学生が実践したことを報告し、地域の方々と

意見交換をする形で実施しました。今年度は、「各地区青少協でジュニアリーダーを中心とした実践を一つは実

施しよう」と目標を立て、これまで実践があった地区はさらにパワーアップを、なかった地区は一中と連携し

て一歩を踏み出す方向で取り組まれてきました。 

研修会当日は、各地区での実践を知り、これまでの活動を見直すきっかけとなる有意義な時間となりました。

また、意見交換（グループワーク）では、大人に混じって積極的に話し合う中学生の姿があり、改めて「地域

で育む力」について考える良い機会になりました。

ジュニアリーダーの感想 

〇やっぱりこのようなイベントで地域の方々と共に活動することで、仲間という絆ができるということを改め

て知りました。これからの活動への興味がさらに深まりました。 

○自分たちで考え、それを実現し、反省点をあげ、次に活かすというのは、日常生活でも活かせることだと思

いました。



 
 
 
 
 
                                                     曽田社会教育士によるファシリテート　　 たくさんの「好き」を集めて企画づくりの様子 
 
 
 
 
 
 
                                                     　　　　　　昨年度の先輩の実践も参考に 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　室内モルックで中学生大活躍！＆大盛り上がり！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アイスブレイクはバースデイチェーンで会場が一つに！ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 
 
 
 

「えんたくん」ならみんなの距離がぐっと縮まる！ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 
 

1 月 24 日（土）に古江公民館にて上記の地区ごとに

企画を作り、実践するための研修会を実施しました。毎

年サン・レイクで1泊2日でじっくり行っていましたが、

今回は 1 日開催ということで内容をギュッと縮めなが

らも、「企画を立てる」という目標を達成すべく、地元

の社会教育士曽田裕也さんがグループワークをファシ

リテートしました。 

　曽田さんは、「企画＝すごいこと・○○のためになる

こと」という考えを『「自分たちの好きなこと」と「人」

をかけ合わせる』という考えで、「自分の好き」を中心

に考えていくことを大切に進めていきました。生徒たち

が各々「自分の好き」をグループで出し合い始めると、

目を輝かせながらワクワクした様子で地区で実施する

企画につなげていっていました。 

今後各地区（公民館）で、企画の実施に向けて準備を

進めていく予定です。今回の研修を生かして、中学生を

中心に地域の方も巻き込みながら、楽しみながら準備し

ていってほしいです。 

2 月 1 日（日）に乃木公民館にて開催されました。今

年も NPO 法人 KEYS の進行のもと『こなんフェスタ』に

つながるキックオフの要素も含んだジュニアリーダー

の研修会となりました。 

前半は中学生同士、中学生と地域の方とのつながり

づくりをねらって「バースデイチェーン」や「クロス

ワード」、「カードゲーム『ITO』」で盛り上がりました。

後半は、グループで「えんたくん（段ボール製円卓状

ボード）」を囲んで意見交換を行いました。いくつかの

テーマについてグループ内で活発な意見交換ができ、

最後には『こなんフェスタ』でやってみたいことについ

て様々なアイディアが出てきました。 

令和８年度も中学生を中心に、多くの地域のみなさ

んが楽しめる『こなんフェスタ』を目指してほしいです。


